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プロフェッショナル資格取得者は、コンタクトセンターのプロフェッショナル 

として、継続的に自己の能力を維持・向上していくことが求められます。 

 

この自己研鑽に費やした活動をポイント化したものをCPDポイント 

（Continuing Professional Development〔継続教育・学習〕ポイント）と 

呼びます。 

 

CPDポイントは自己研鑽活動1時間を1CPDポイントに換算し、 

更新には30CPDポイント必要です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロフェッショナル資格 更新要件 
3年間に30CPD 

       学習活動 
コン検登録研修受講  ：申請するCPDポイントに制限なし 
コン検未登録研修受講 ：3年間で15CPDまで申請可能 
自己学習       ：3年間で15CPDまで申請可能 

    プロフェッショナル活動 
3年間で15CPDまで申請可能 
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カテゴリ 説明 

学習活動カテゴリ 

A コン検が認定・主催している研修コースの受講 

内容 

コン検が認定している研修コース、または主催する研修コースを受講
することでCPDポイントを取得する。集合研修形式、eラーニング形
式など受講形式は問わない。 
 

・コン検が設定している基準に準拠した研修コースを認定しており、
受講者へCPDを発給することを認めている。 
※認定・主催研修コースはコン検webで確認可能 

ポイント 
ルール 

・1時間の受講で1CPDポイント付与する、0.5単位で申請可能 
・CPDポイント申請上限なし 

監査時の必
要書類 

受講したことが証明できる文書（例：受講証明書、もしくは受講者名と研
修コース名、受講日がわかる文書） 

B コン検が認定していない研修コースの受講 

内容 

コン検が認定していない研修コースを受講することでCPDポイントを
取得する。集合研修形式、eラーニング形式など受講形式は問わない。 
 
※CMBOKで定義している「業務の7分野」に該当する研修コースであること
がCPDポイント付与の条件 （「業務の7分野」は別紙参照） 

ポイント 
ルール 

・1時間の受講で1CPDポイント付与する、0.5単位で申請可能 
・3年間で上限15CPDポイント、1年間で上限5CPDポイントを越えて
申請することはできない。 

監査時の必
要書類 

受講したことが証明できる文書（例：受講証明書、もしくは受講者名と研
修コース名、研修カリキュラム、受講日がわかる文書） 
※証明できる文書がない研修コースは「C:個人学習」で申請可 

C 個人学習 

内容 

個人での学習に対してCPDポイントを取得する。 
 

・受講証明が発行されない研修やeラーニング、CD-ROMでの学習 
・書籍や記事、教育教材での学習 
・講演会、セミナー参加による学習 
※CMBOKで定義している「業務の7分野」に該当する個人学習であることが
CPDポイント付与の条件 （「業務の7分野」は別紙参照） 

ポイント 
ルール 

・1時間の受講で1CPDポイント付与する、0.5単位で申請可能 
・3年間で上限15CPDポイント、1年間で上限5CPDポイントを越えて
申請することはできない。 

監査時の必
要書類 

学習の対象と内容詳細、日時を含めた個人学習を行った証明 
※第三者による証明書は任意とするが、学習内容詳細が不明確な場合はCPD
ポイントは付与されない場合がある。 
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カテゴリ 説明 

プロフェッショナル活動カテゴリ 

D プロフェッショナル活動 

内容 

プロフェッショナルとしての知識やスキルを使った活動に対して、
CPDポイントを取得する。 
 
・業務経験 
・研修の講師 
・講演会やセミナーの講演者、モデレータ、パネリスト 
・書籍や記事の執筆 
・教材や試験問題の開発や執筆 
※CMBOKで定義している「業務の7分野」に該当する活動であることがCPD
ポイント付与の条件 （「業務の7分野」は別紙参照） 

ポイント 
ルール 

・1時間の活動で1CPDポイント付与する、0.5単位で申請可能 
・3年間で上限15CPDポイント、1年間で上限5CPDポイントを越えて
申請することはできない。 

監査時の必
要書類 

活動の対象と内容詳細、日時も含めた証明 
※第三者による証明書は任意とするが、活動内容詳細が不明確な場合はCPD
ポイントは付与されない場合がある。 
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■CMBOK 業務の7分野 （※CMBOK_Ver.1.0からの更新部分は赤字記載） 

参考 


